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日本学術会議だより州.34

第16期最初の総会開催される

平成6年8月日本学術会議広報委員会

日本学術会議の第16期が平成6年7月22日(金)からスタートし，7月25日から7月27日までの3日間，第119

回総会が開催されました。今回の日本学術会議だよりでは，総会の概要等についてお知らせします。

日本学術会議第119回総会報告

平成6年7月22日から，第16期が開始されましたが，

この第16期会員による最初の総会である，日本学術会

議第119回総会力:，7月25日から27日までの3日間に

わたって開催されました。

初日（25日）の午前は，辞令交付式が，総理大臣官

邸ホールで行われ，210名の会員のうち海外出張中等

の22名を除く188名の会員が出席しました。式は，村

山内閣総理大臣，五十嵐内閣官房長官，石原官房副長

官，文田総理府次長等の出席を得て行われ，第1部か

ら第7部までの全会員の名前が読み上げられた後，会

員を代表して最年長である中田易直第1部会員が，村

山内閣総理大臣から辞令を受け取りました。この後，

村山内閣総理大臣が「会員の皆様には独創性豊かな学

術研究の発展等のため，総合的観点に立って学術研究

に係わる諸問題の解決に御尽力いただきたい」とあい

さつし、これに応えて，中田易直第1部会員が「微力

ながら全力を尽くし，重要な職責を全うし，国民の期

待に応えたい」とあいさつしました。午後は，日本学

術会議講堂において，総会が開催され，会長，副会長

（2名）の互選が行われました。その結果，会長には，

伊藤正男第7部会員が，人文科学部門の副会長には，

利谷信義第2部会員が，自然科学部門の副会長には，

西島安則第4部会員が，それぞれ選出され，伊藤会長

及び利谷副会長（西島副会長は海外出張中）からそれ

ぞれ就任のあいさつを行いました。続いて，各部会が

開かれ，各部の部長，副部長及び幹事の選出等が行わ

れました。（第16期の役員については，別掲を参照）

2日目（26日）は，午前10時から総会が開催され，

近藤前会長が海外出張中のため代理として川田前副会

長が第15期の総括的な活動報告を行い，続いて，会員

推薦管理会報告として，久保亮五委員長の代理として

高岡事務総長が，第16期会員の推薦を決定するまでの

経過報告を行いました。引き続き，事務総長から第16

期会員対して実施した「第16期の日本学術会議が取り

組むべき課題について」のアンケートの結果について

説明がありました。総会終了後は，各運営審議会附置

委員会，各部会，各常置委員会等が開催されました。

また，夕方には，総理大臣官邸ホールにおいて，村山

内閣総理大臣主催の日本学術会議第16期会員との懇談

会が初めて開催されました。懇談会は，村山内閣総理

大臣のあいさつで開会し，五十嵐内閣官房長官の発声

による乾杯，伊藤会長の答礼のあいさつの後，・懇談に

入りました。来賓として，与謝野文部大臣，田中科学

技術庁長官吉田農林水産政務次官，藤田日本学士院

院長ほか大勢の方が出席され，あふれんばかりの人々

で歓談が続き盛会となりました。

3日目（27日）は，午前10時から総会が開会され，

会長から「第16期活動計画の作成について」の申合せ
案について提案があり，原案どおり可決されました。

続いて，第16期の活動計画についての自由討議が行わ

れ，各部長から各部会での意見が披露されるなど活発

な発言がありました。総会終了後は，地区会議合同会

議，各運営審議会附置委員会，各常置委員会等が行わ

れました。その後，運営審議会が開催され，第16期の

活動計画の素案作成のために，運営審議会構成員の中

から起草委員を選出し，審議に入りました。
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エネルギー・資源

第16期日本学術会議会員の概要について

この度任命された210人の第16期日本学術会議会員

の概要を以下に紹介します。（カッコ内は第15期）

1性別男性209人女性1人

2年齢別45～49歳1人50～54歳3人

55～59歳26人60～64歳93人

65～69歳72人70～74歳12人

75～79歳1人

最年長75歳（74歳）

最年少47歳（54歳）

平均年齢63.6歳（63.3歳）

3勤務機関及び職名別

（1）大学関係国立大学59人

公立大学2人

私立大学111人

公私立短期大学2人

計174人

（2）国立私立試験研究機関・病院等9人

（3）その他法人・団体関係5人

民間会社6人

無職14人

その他2人

計27人

4その他の分類

（1）前・元・新別前会員82人

元会員3人

新会員125人

（2）地域別（居住地）

北海道3人（5人）

東北9人（8人）

関東136人(133人）

中部14人（19人）

近畿41人（34人）

中国・四国3人（5人）

九州・沖縄4人（6人）

(注）詳細については，日本学術会議月報7月号を参照
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「日本学術会議だより」について御意見，お問い

合わせ等がありましたら，下記までお寄せくださ

い。

〒106東京都港区六本木7-22-34

日本学術会議広報委員会電話03(3403)6291




